平成30年度広島県発達障害児・者診療医養成研修会
特別講演
「発達障害がある人への
成人期デイケアの取り組みと就労について」







　成人期の発達障害のある方の相談内容の一つとして、就労の課題があります。その中でもケースに合わせた「復職支援」の重要さと困難さは、支援者が日々悩みながら努力を重ねて向き合っている課題です。
復職希望のある発達障害のある方を支援する立場にある方々には、復職後の心身の健康を維持しながら長く働き続けることをサポートできるよう、本人の情報処理に合わせた課題整理や取り組み、自己認知支援を実施する力をつけるために、先進的な準備支援（成人期デイケアの取り組み）を学ぶ機会が必要と考えられます。
広島県では、発達障害の診断、診察、助言を受けることができる医療機関を充実させることを目的として、平成27年度より、発達障害児・者診療医養成研修会を実施しています。その中の特別講演として、この度、発達障害の研修の第一線で御活躍されている加藤進昌先生をお招きし、研修を開催することとなりました。　医師の方に加え現在、発達障害の支援に従事されている方が対象です。皆様のご参加をお待ちしております。













講　師　　加藤　進昌　先生　　昭和大学発達障害医療研究所　所長
【ご経歴】　
東京大学医学部卒業後、帝京大学精神科、国立精神衛生研究所、カナダ・マニトバ大学生理学教室留学、国立精神・神経センター神経研究所室長、滋賀医科大学教授などを経て、東京大学大学院医学系研究科精神医学分野教授、東京大学医学部附属病院長、昭和大学医学部精神医学教室教授、昭和大学附属烏山病院院長を歴任。2014年より昭和大学発達障害医療研究所所長となられ、現在に至る。
2008年、昭和大学附属烏山病院に大人の発達障害専門外来を開設し、併せて発達障害のある方を対象としたデイケアを開始。2013年からは神経研究所附属晴和病院でもリワークプログラムと組み合わせた発達障害デイケアを開設。
ご専門は精神医学、神経内分泌学、発達障害。主な著書は、大人のアスペルガー症候群（講談社　2012）、テキスト精神医学改訂4版［編著］（南山堂、2012）を始めとし、多数執筆。
　
日　 時　平成30年10月14日（日）　
開場12：30～　開演13：20～16：00
　　　　　　　※申込み締切　平成30年9月29日（土）
会　 場　広島県医師会会館（広島市東区二葉の里3-2-3）　1階ホール
参加費　無料（定員300名　先着順）　　　　
対象者　医師、発達障害の支援に従事している方（要事前申込） 
主催　広島県　　広島県発達障害者支援センター　
共催　一般社団法人広島県医師会　
問合せ　広島県発達障害者支援センター（担当者　立沢・中井）
　　　　　　TEL 082-490-3455　E-mail　hiroshima-scdd@forest.ocn.ne.jp
申込先　 FAX　082-427-6280　・
E-mail　hiroshima-scdd@forest.ocn.ne.jp
宛　　　先　 広島県発達障害者支援センター（立沢・中井）　E-mail　
申込締切　 平成30年9月29日（土））締切　平成28年12月15日（木）


※受付
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1 下記の欄に必要事項をご記入の上、FAX又は電子メールにてお申込みください。
2 お申込みいただいた後、メールにて参加可否のお知らせをします。
	氏 (ふり)　名 (がな)
	（ 男 ・ 女 ）

	所属機関名
	

	診療科
	
※医師の方のみご記入ください

	職　種
	· 医師                □　教育関係者
· 看護師　　　　　　　　 　 □ 保健師
· 心理士              
· 精神保健福祉士　　　　
· 社会福祉士
· 言語聴覚士
· その他（　　　　　　    　　　　　　　　　）

	職場住所
	〒


	連絡先
	TEL
	

	
	FAX
	

	
	Email
	


※メールで結果を通知しますので，わかりやすい丁寧な字で、
ご記入ください。


※個人情報は、今回の講演に関する連絡のみに使用いたします。
※予定は変更になることがあります。予めご了承ください。
